










































った。これを防ぐためには、アラメが目視できてから 2 か月以内に、着床具の間隔を広げる（着床具 100
個/㎡）ことで解決できた。これらの改良で、全ての着床具にほぼ均等に遊走子が着生し、着生半年後に、





3 種を行った。2008 年の移植は，ウネリの高い浅海域（水深 3ｍ）に設置された硬質コンクリート製の海




い段階から約 5 ㎝に成長したものまでの、5 段階を用いた。垂下移植（110 個）は、どのサイズでも着生







は使用しない。この方式で、3 名のダイバーにより、1 時間に約 50 個の移植ができる見通しが得られた。
また着床具をアラメの固着根が覆った、大型のアラメが複数育った着床具でも確実に固定できた。 
本研究によって、10㎝のアラメが 10株育った着床具や、全長 30～40㎝の大型アラメが育った海藻着床
具を育成する技術を開発した。またアラメ移植の最大の課題「確実な固定」を、固定法を配慮した海藻着
床具と移植補助具の開発で、実用化できた。 
